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東北大学大学院工学研究科

インフラ·マネジメント研究センター  取組み紹介
東北インフラ･マネジメント･プラットフォームの構築と展開

◆ 東北地方における産学官をネットワーク化
◆ 各組織がもつ知識･ニーズ･場･人材を集結させたゲートウェイ

情報基盤の整備､社会実装

自治体

省 庁
法 人

企 業

連携
大学

・国土交通省
・東北地方整備局

・山形県 県土整備部
・上山市
・宮城県 土木部
・仙台市 建設局
・岩沼市
・名取市

・(一社)東北地域づくり協会
・(公財)山形県建設技術センター
・(公社)宮城県建設センター
・(一社)建設コンサルタンツ協会東北支部
・(一社)東北測量設計協会
・東北建設業協会連合会
・(一社)日本建設業連合会東北支部
・(一社)プレストレスト･コンクリート建設業協会
                                                  東北支部
・(一社)日本橋梁建設協会

(106社)
(63社)

(1,778社)
(63社)

(16社)
(63社)

・東日本高速道路株式会社 東北支社
・株式会社ネクスコ･エンジニアリング東北

・八戸工業大学     ・岩手大学
・秋田大学　　     ・日本大学

※2019年4月時点　※（）内は会員数

■ 連携状況

18機関と協定締結

技術情報の共有･発信

地域間の連携強化

情報基盤の整備

先端技術の実装支援

人材育成の枠組み構築

グランドデザインの策定と提言

法 人

連携大学

自治体

省 庁

東北大学

企 業

学

官 産
街の活性化 市場創出

人材確保
技術開発

知識・技術
       の活用

予算確保

東北インフラ・
マネジメント・
プラットフォーム

産学官連携による橋梁メンテナンス統合データベースシステム

自治体支援データベースシステムの導入

(公社)宮城県
建設センター

1橋分の橋梁診断書(カルテ)作成時間
手作業 統合データベースシステム※資料を探しながら入力

約 3時間 約3分
活用実績･予定等

導入のメリット

東日本高速道路株式会社のデータベース(DB)システム(SIPの成果)を元に､自治体向
けのDBシステムを構築し､導入支援を行いました。

タブレット端末による
直営点検を支援

従来の点検

現場点検の実施

点検結果の記述

点検結果の入力

スタンドアロンのDB

二度手間

ICT技術を活用した点検

現場点検の実施

点検結果の登録

点検結果を転送

タブレット端末を導入

クラウド環境の橋梁MD
(2017年 SIP成果を活用)

■ タブレット端末機能 :
                記録写真を参照した撮影が可能

ICT 技術の活用

東北大学との共同研究により開発したシステムを､当センターで行
う橋梁点検業務で利用するとともに､今後､東北大学IMCからの新
技術や専門的アドバイス等を組み込む基盤としても活用します｡ま
た､県内の自治体に対して､維持管理に関する相談や提案等を行う
支援体制を構築し､社会資本の老朽化対策に貢献していきます。

支援体制の整備

宮城県のインフラ･マネジメント･プラットフォームへ

支
援

支
援

東北大学 IMC
専門的アドバイス

相談･提案など

インフラ維持管理

宮城県建設センター

宮城県内の自治体
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データベース

橋梁点検システム

長寿命化システム

道路台帳システム

現場点検の実施

点検結果の登録

閲覧･帳票出力

低コストでの社会資本の
安全性確保に貢献

橋梁点検データを一元管理! 時短で経済的な点検に!
点検･診断の高度化･効率化、補修計画･予算管理の適正化を実現

2016年度：山形県でサービス開始
2017年度：山形県内全35市町村が｢山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステム(DBMY)｣を導入

DBMYを共通基盤とした市町村への技術支援

DBMYを共同運用

東北大学
IMC

山形県
(本庁 )

山形県建設
技術センター

山形県
(総合支庁 )

県内
全35市町村サービスの提供

料 金
2017年度：宮城県内34市町村に展開

2018年度：宮城県と仙台市に導入

成果を提供 東北大学
IMC

宮城県
建設センター

※自治体向け
インフラDB 開発への協力

宮城県の市町村様式にカスタマイズ

その他、導入を検討される自治体が増加中！

山形県 県土整備部

山形県、公益財団法人山形県建設技術センター

公益社団法人宮城県建設センター※

期待される効果
  ・点検技術力の補完 　・点検作業の効率化 
  ・情報共有による技術力の向上

人材育成の枠組み構築

市町村勉強会

参加者 (第 1～3回 )

・青森県 三戸町
・青森県 南部町
・秋田県 大仙市
・岩手県 矢巾町
・山形県
・山形県 上山市
・山形県 南陽市
・NEXCO東日本
・ネクスコ･エンジニアリング東北

・宮城県 仙台市
・宮城県 登米市
・宮城県 岩沼市
・神奈川県 小田原市
・島根県
・島根県 奥出雲町
　　　　　  ※順不同

有識者からのアドバイス有識者からのアドバイス

現状改善
に意欲的
な自治体

モデル自治
体の選定･
試行

モ デ ル
ケースの
横展開

第1回
インフラ維持
管理勉強会

第2回
インフラ維持
管理勉強会

第3回
インフラ維持
管理勉強会

な
が
れ

第1回：2017年12月
課題･ニーズの聞き出し

第3回：2018年10月
シーズの試行

第2回：2018年5月
ニーズとシーズのマッチング

東日本高速道路(株)
東北支社

産学官が連携したプ
ラットフォームによる人
的ネットワークを通じた
技術支援の一事例とし
て､微力ながら地域社会
に貢献する事が出来た
とすれば幸いです｡

第1回
日本オープン
イノベーション大賞

国土交通大臣賞 受賞

2019年2月5日に発表された、第1
回日本オープンイノベーション大賞に
おいて、久田真(代表者：東北大学教
授(工学研究科インフラ･マネジメント
研究センター長))、金井浩(東北大学
教授)、長坂徹也(東北大学教授(工
学研究科長))、皆川浩(東北大学准教
授)､鎌田貢(東北大学特任准教授(工
学研究科インフラ･マネジメント研究
センター副センター長))が、国土交通
省大臣賞を受賞しました。

授賞式：2019年3月5日　虎ノ門ヒルズ

お問合せ先 東北大学大学院工学研究科インフラ･マネジメント研究センター
TEL：022-721-5503　E-mail：inquiry-imc@grp.tohoku.ac.jp　HP：http://imc-tohoku.org/

「自治体向けインフラDB｣を
活用させていただき､山形
県版にカスタマイズしていま
す｡これにより､県と市町村
が保有していた様式等を大
幅に変更せず､高性能で使
いやすいデータベースシス
テムを短期間､かつ経済的に
開発することができました。

◆ 自治体職員を対象とした勉強会を実施
◆ 現場レベルのニーズや課題の吸い上げ､
有識者からのアドバイス等を実施



インフラ維持管理データベース(PRISM)
島根県の取り組み

お問合せ先 東北大学大学院工学研究科インフラ･マネジメント研究センター
TEL：022-721-5503　E-mail：inquiry-imc@grp.tohoku.ac.jp　HP：http://imc-tohoku.org/

先端技術の
全国展開

技術の
国際展開

大学を通じた
全国の自治体への成果展開

重要拠点を永続的な支援組織に発展

産学連携
イノベーション支援

地域活性
支援

人材教育
支援

支援

人材教育

研究テーマの
マージ・統合

府省庁、国の研究所を
通じた地方整備局への

成果展開

2016 年度採択課題 (JST)
東北インフラ･マネジメント･プラットフォーム

の構築と展開

取り組み内容 PRISMで実施する内容

SI Pプロジェクトの概要 インフラ維持管理におけるデータベース

インフラ維持管理におけるデータベース(島根県)

SI Pインフラ成果事例

出典：内閣府 SIP｢インフラ維持管理･更新･マネジメント技術」
         パンフレット

SIP ホームページ (内閣府 )
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/

SIP｢インフラ維持管理･更新･マネジメント技術｣ホームページ (JST)
https://www.jst.go.jp/sip/k07.html

出典：内閣府 SIP｢インフラ技術総覧」

責任者　　　　　：  久田 真 ( 東北大学インフラ･マネジメント研究センター長）
研究開発グループ：  国立大学法人 東北大学
共同研究グループ：  東北大学インフラ･マネジメント研究センター (ＩＭＣ）、
共同研究グループ：  八戸工業大学､岩手大学､秋田大学､日本大学
◆  各県の拠点大学､ＩＴ専門家らが共同研究者として参画し､これまで以上に
　  東北地方としてインフラ維持管理体制を強化する

研究開発項目 (１)
東北インフラ･マネジメント
プラットフォームの構築

成果の社会実装支援

研究開発項目 (３)

情報基盤の整備，
社会実装

人材育成の枠組み構築

研究開発項目 (２)

研究開発項目 (４)

IC Tに基づく
業務支援

東北インフラ・
マネジメント・
プラットフォーム

法人

連携大学

自治体

省庁

東北大学

企業

学

官 産

戦略的イノベーション創造プログラム(SI P) 官民研究開発投資拡大プログラム (PRISM)

地域実装支援拠点として2016年に採択

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

プロジェクト実施期間
2016～ 2018年度

プラットフォームは
その後も継続して運営

国土交通省
総合政策局 公共事業企画調整課

事務局
(株) 価値総合研究所
(株) アイ･エス･エス
(株) オリエンタルコンサルタンツ

発注業務

官民研究開発投資拡大プログラム(PRISM)
革新的建設･インフラ維持管理技術
　　　　　　　　　　　／ 革新的防災･減災技術

インフラ維持管理における
データベースの構築･連携等に関する
検討業務

維持管理データを管理者間で連携･共有､
活用するためのプラットフォーム整備に
あたり､地方公共団体のデータベースと国
等の他機関のデータベースとの連携を可
能とするプラットフォームの構築検討及
びその活用を検討｡

なおデータベースの構築にあたっては､
SIP｢インフラ維持管理･更新･マネジメン
ト技術｣の研究成果を活用。

秋田大学
秋田県

東北大学
島根県

長崎大学
長崎県

◆ 島根県と東北大学の共同研究で実施する､落石データ､道路橋データ等を
データベースを活用し､データ利活用を検討（出雲市､江津市､奥出雲町の
データも活用）

◆ 維持管理情報､電子成果品､防災情報等のデータを活用

出雲県土整備事務所
県央県土整備事務所

島根県
土木部道路維持課

出雲市
江津市
奥出雲町

東北大学 IMC

(株)インフラ･
ストラクチャーズ

共同研究
実証フィールド

AI技術･センサー

データ提供依頼データ提供依頼

国土交通省
総合政策局

公共事業企画調整課

データベースデータベース

データ利活用検討データ利活用検討

事務局
(株) 価値総合研究所
(株) アイ･エス･エス
(株) オリエンタル
　　　コンサルタンツ

データデータ

データデータ

PRISMPRISM

１ データベースの構築

２ データベースの利活用

■ スケジュール(共同研究連携)

島根県･東北大学
共同研究締結

９月

プロジェクト期間
10 月～ 3月

とりまとめ
3 月

・安全で体系的な橋梁台帳･点検データ･
関連ドキュメントの格納の仕組み。

・防災･減災に資する落石データの蓄積。

・橋梁点検タブレットを活用した効率的
な点検業務の実現。
・データベースの点検データと連動した  
長寿命化修繕計画の実現。
・地図への重ね合わせ表示を活用した 
インフラ構造物の維持管理。

大学･地域の有識者

インフラ維持管理者

PRISM成果物PRISM成果物

技術支援

維持管理業務 クラウド環境

防災･減災

Society5.0

市民サービス

点検事業者
直営点検

台帳機能
点検機能

長寿命化機能

データベース
ストレージ

API連携
(データの流通基盤 )

橋梁点検タブレット
｢インフラTT｣


